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２
月
１０
日（
木
）建
設
労
働
者
春

闘
決
起
集
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

毎
年
行
わ
れ
る
こ
の
集
会
は
、
国

民
要
求
実
現
中
央
総
行
動
の
一
環

と
し
て
行
わ
れ
、
不
況
打
開
な
ど

一
致
す
る
要
求
で
、
霞
ヶ
関
を
１

日
１
万
人
を
超
え
る
仲
間
で
包
囲

し
、
大
き
く
政
治
の
転
換
を
せ
ま

る
も
の
と
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

建
設
関
係
約
４
０
０
０
人
が
国
土

交
通
省
を
取
り
囲
み
、
葛
飾
支
部

か
ら
は
１
０
８
人
の
組
合
員
と
家

族
が
代
表
で
参
加
し
ま
し
た
。

国
土
交
通
省
前
を
囲
む
よ
う
に

東
京
土
建
を
は
じ
め
、
首
都
圏
の

建
設
労
働
組
合
が
集
ま
り
、
個
人

請
願
か
ら
始
ま
り
、
そ
の
足
で
日

比
谷
野
音
で
春
闘
決
起
集
会
へ
。

集
会
で
は
、
建
設
労
働
者
の
労

働
条
件
の
向
上
、
ア
ス
ベ
ス
ト
被

害
の
根
絶
と
補
償
、
地
域
建
設
産

業
の
復
興
を
求
め
訴
え
が
あ
り
ま

し
た
。
日
航
の
従
業
員
か
ら
も
不

当
な
解
雇
に
対
す
る
訴
え
が
あ
り

ま
し
た
。
現
場
を
越
え
て
団
結
を

し
、
ガ
ン
バ
ロ
ウ
三
唱
の
勢
い
そ

の
ま
ま
国
会
ま
で
デ
モ
行
進
し
ま

し
た
。

こ
こ
数
年
国
保
料
を
据
え
置
い

て
き
た
中
、
次
年
度
の
国
保
料
が

決
定
し
、
引
上
げ
と
な
り
ま
す
。

（
１
世
帯
当
た
り
、
平
均
１
、６

２
６
円
の
引
き
あ
げ
）

こ
の
要
因
と
し
て
、
①
医
療
費

の
増
加
②
こ
こ
数
年
国
保
料
を
据

え
置
く
た
め
の
取
り
崩
し
て
き
た

内
部
留
保
が
枯
渇
し
た
こ
と
③
監

督
官
庁
か
ら
法
定
積
立
金
の
積
立

を
指
導
さ
れ
た
こ
と
が
上
げ
ら
れ

ま
す
。

た
だ
し
、
昨
年
皆
さ
ん
に
ご
協

力
い
た
だ
い
た
要
請
ハ
ガ
キ
や
、

集
会
が
無
駄
に
終
わ
っ
た
わ
け
で

は
な
く
、
こ
の
運
動
で
例
年
並
み

の
補
助
金
の
獲
得
が
で
き
た
こ
と

は
大
き
な
成
功
で
あ
り
、
こ
の
運

動
が
な
け
れ
ば
国
か
ら
の
補
助
金

は
さ
ら
に
削
ら
れ
た
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
。
こ
の
保
険
料
の
改
定

に
皆
さ
ん
の
ご
理
解
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

国
保
加
入
者
が
対
象

あ
ら
た
に

共
済
費
１
０
０
円

国
保
加
入
者
の
組
合
費
は
、
新

た
な
共
済
制
度
の
制
定
に
伴
い
、

１
０
０
円
値
上
が
り
し
、
５
８
０

０
円
と
な
り
ま
す
。
国
保
未
加
入

の
方
は
従
来
通
り
、
５
７
０
０
円

で
す
。 昨

年
７
月
末
か
ら
取
り
組
ん

で
い
る
就
業
実
態
申
告
書
の
提

出
期
限
は
今
月
ま
で
で
す
。
早

急
な
解
決
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

３
月
３
日
現
在
、
４
４
２
６

人
中
、
４
１
８
１
人
の
提
出
が

あ
り
、
約
５
％
の
２
４
５
人
の

方
が
未
提
出
、
ま
た
、
提
出
さ

れ
た
方
の
中
で
も
、
９
６
７
人

の
方
の
書
類
に
添
付
書
類
が
な

い
、
書
き
方
が
不
完
全
な
書
類

と
し
て
支
部
事
務
所
で
保
留
の

書
類
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

方
に
は
、
分
会
役
員
・
担
当
書

記
か
ら
直
接
連
絡
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
完
全
な

書
類
に
す
る
た
め
に
、
急
ぎ
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

完
全
な
書
類
に
な
っ
て
い
な

い
方
に
対
し
て
は
、
国
保
組
合

か
ら
直
接
通
知
が
あ
り
ま
す
。

お
手
続
き
が
終
え
ら
れ
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
届
い
て
し

ま
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。
不
明

な
点
は
支
部
事
務
所
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

今
思
う
こ
と
、「
増

税
と
ん
で
も
な
い
」

…
。も

う
け
て
い
る
大

企
業
と
大
資
産
家
に

は
２
兆
円
も
の
大
減
税
。
苦
境
の

中
小
企
業
や
庶
民
に
は
重
い
消
費

税
を
増
税
す
る
…
。

そ
れ
が
現
内
閣
の
方
針
で
す
。

社
会
保
障
を
す
る
か
ら
そ
の
代
り

に
消
費
税
の
増
税
を
認
め
ろ
っ
て

…
。
そ
の
社
会
保
障
の
問
題
と
税

金
の
問
題
を
一
人
の
大
臣
が
担
当

を
し
て
い
る
の
が
現
政
府
の
実
態

で
、
土
建
の
組
合
で
も
「
社
会
保

障
」
関
係
と
「
税
金
」
関
係
は
別

の
担
当
者
が
担
当
を
し
て
い
る
の

に
…
。

政
府
が
今
や
る
こ
と
は
、「
内
需

拡
大
こ
そ
必
要
」だ
と
思
い
ま
す
。

い
ま
、
税
金
の
な
か
で
消
費
税

は
滞
納
者
１
位
。
全
滞
納
額
の
半

分
を
占
め
て
い
ま
す
。
消
費
税
納

税
義
務
の
あ
る
業
者
３
５
０
万
の

う
ち
２
割
が
滞
納
と
い
う
状
況
で

す
。「

消
費
税
の
税
率
を
１０
％
な
ど

に
引
き
上
げ
た
ら
、
倒
産
・
廃
業

が
増
え
て
雇
用
不
安
が
い
っ
そ
う

ひ
ろ
が
っ
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。

景
気
や
雇
用
の
た
め
に
は
、
大
企

業
や
大
資
本
家
へ
の
減
税
ば
ら
ま

き
で
は
な
く
、
庶
民
の
懐
を
温
め

る
内
需
拡
大
の
政
策
が
必
要
不
可

欠
で
す
。」

拡
大
と
い
え
ば
、
土
建
も
仲
間

増
や
し
の
春
の
拡
大
が
始
ま
り
ま

す
ね
。

政
府
は
「
内
需
拡
大
」
私
た
ち

は
「
春
の
拡
大
」
を
や
り
き
っ
て

い
き
た
い
も
の
で
す
。

チ
ョ
ッ
ト
話
題
が
滑
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
が
、
現
政
権
の
支
持
率

２
割
を
切
っ
て
「
１６
名
の
会
派
離

脱
届
」
だ
と
か
わ
け
の
判
ら
な
い

現
政
権
で
す
。

東京土建一般労働組合

� 飾 支 部

〒１２４―００１２�飾区立石８―３４―４
電 話 （５６９８）１２６１
ＦＡＸ （５６９８）１２６２
発行人 細 貝 文 洋

今月の�飾組織現勢
２０１１年２月１日現在 ５３４８人
加 入 １８人
転 入 ４人
脱 退 ５８人
転 出 １人

２０１１年２月１日現在 ５３１０人

２０１１建設春闘決起集会を開催

仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事よよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよここここここここここここここここここここここここここここここここここここここここここここここここここここここここここここここここここここここここせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金ああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろ！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！
国交省を４０００人で取り囲む

新
年
度
の
国
保
料
が
決
定
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

上
げ
幅
の
大
き
い
改
定（
平
均
�
�
�
�
円
の
引
き
あ
げ
）

就
業
実
態
申
告
書
を
完
全
な
書
類
に

至
急
の
取
り
組
み

ご
協
力
を
！

��
飾飾
支支
部部
かか
らら
１１
００
８８
人人
がが
参参
加加

国国
交交
省省
・・
国国
会会
へへ
個個
人人
請請
願願
をを

２０１１年度
月額保険料

３０，４００

２８，７００

２３，７００

２４，７００

１９，４００

１５，７００

１３，０００

１０，０００

１０，０００

１，８００

４，０００

３３，４００

３１，７００

２６，７００

２７，７００

２２，４００

１８，７００

１６，０００

１１，２００

１０，０００

１，８００

４，０００

２０１１年度
月額保険料

２，６００

★この保険料に国保入院共済１００円が加わります。

２０１０年度
月額保険料

２８，２００

２６，５００

２１，８００

２２，８００

１７，８００

１４，３００

１１，８００

９，０００

９，０００

１，８００

３，９００

３１，２００

２９，５００

２４，８００

２５，８００

２０，８００

１７，３００

１４，８００

１０，２００

９，０００

１，８００

３，９００

２０１０年度
月額保険料

２，４００

国保種類

法人Ａ種

法人Ｂ種

法人Ｃ種

第１種

第２種

第３種

第４種

第５種

成人男性

幼児

一般

法人Ａ種

法人Ｂ種

法人Ｃ種

第１種

第２種

第３種

第４種

第５種

成人男性

幼児

一般

介護納付金賦課分

組
合
員

家
族

組
合
員

家
族

都
内
居
住
者

都
外
居
住
者

芳井副委員長を先頭に国会までデモ行進

就業実態申告書の
提出にご協力を

建建
設設
不不
況況

打打
開開
をを
！！

国交省へ個人請願 棚橋さん（金町）

第６５６号建 設 者２０１１年３月１６日（１）
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菅
首
相
は
、
昨
年
１０
月
に
Ｔ
Ｐ

Ｐ
に
参
加
し
、「
平
成
の
開
国
」

を
実
行
す
る
と
表
明
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参

加
に
よ
っ
て
、
日
本
農
業
と
関
連

産
業
は
破
壊
的
な
打
撃
を
う
け
、

農
水
省
の
試
算
で
は
関
連
産
業
を

含
め
て
３
５
０
万
人
も
の
雇
用
が

失
わ
れ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

協
定
に
参
加
す
れ
ば
人
・
モ
ノ

・
サ
ー
ビ
ス
な
ど
あ
ら
ゆ
る
分
野

で
の
関
税
は
原
則
撤
廃
が
義
務
づ

け
れ
ら
れ
ま
す
。
農
業
や
雇
用
な

ど
に
大
打
撃
を
与
え
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
へ
の
是
非

を
今
一
度
考
え
ま
し
ょ
う
。

関
税
が
撤
廃

Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
、
全
て
の
品
目
の
関

税
撤
廃
を
原
則
に
す
る
高
度
な
自

由
貿
易
協
定
で
す
。
も
し
こ
の
協

定
に
加
わ
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
農

産
物
や
畜
産
物
は
も
と
よ
り
、
人

・
物
・
サ
ー
ビ
ス
・
金
融
と
あ
ら

ゆ
る
分
野
に
深
刻
な
影
響
を
与

え
、
地
域
経
済
を
破
壊
す
る
こ
と

が
考
え
ら
れ
ま
す
。

農
林
水
産
省
の
試
算
に
よ
れ

ば
、
日
本
の
食
料
自
給
率
は
現
在

の
４０
％
か
ら
１３
％
に
急
落
し
、
米

の
生
産
も
９０
％
減
、
砂
糖
原
料
や

小
麦
な
ど
の
生
産
は
ほ
ぼ
破
壊
し

ま
す
。ま
た
、影
響
は
農
業
だ
け
に

留
ま
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
も
、

容
易
に
予
想
で
き
る
も
の
で
す
。

し
っ
か
り
考
え
て

Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
に
よ
っ
て
大
き
く

変
わ
ろ
う
と
す
る
「
国
の
形
」。

今
一
度
し
っ
か
り
と
し
た
知
識
を

も
っ
て
、
み
な
さ
ん
自
身
が
考
え

て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
課
題

で
す
。ＴＴ

ＰＰ
ＰＰ
っっ
てて

何何
だだ
ろろ
うう
？？

菅
首
相
が
１０
月
に
云
い
だ
し
た

環
太
平
洋
戦
略
的
経
済
連
携
協
定

（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
�T

rans−
Pacific

Partnership

９
カ
国
の
自
由
貿

易
協
定
）
の
こ
と
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
協

定
の
対
象
は
、「
工
業
製
品
、
農
産

物
、繊
維
・
衣
料
品
の
関
税
撤
廃
」

「
公
共
事
業
や
物
品
な
ど
の
政
府

調
達
方
法
」「
労
働
規
制
や
環
境
規

制
の
調
和
」な
ど
で
す
。関
税
を
撤

廃
し
、ヒ
ト
、モ
ノ
、
カ
ネ
が
国
境

を
越
え
て
自
由
に
移
動
で
き
る
よ

う
に
し
ま
す
。そ
れ
は
、農
業
に
壊

滅
的
打
撃
を
与
え
る
だ
け
で
は
な

く
、
産
業
空
洞
化
、雇
用
・
賃
金
破

壊
、
規
制
緩
和
に
よ
る
社
会
保
障

解
体
な
ど
、「
自
由
化（
国
際
的
な

自
由
競
争
）」に
よ
っ
て「
国
の
形
」

を
大
き
く
変
え
る
も
の
で
す
。

加加
盟盟
国国
はは

どど
ここ
のの
国国
？？

０６
年
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
ニ
ュ

ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
チ
リ
、
ブ
ル
ネ

イ
で
ス
タ
ー
ト
。
１０
年
か
ら
ア
メ

リ
カ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ペ
ル

ー
、
ベ
ト
ナ
ム
、
マ
レ
ー
シ
ア
の

５
カ
国
が
加
わ
り
、
協
議
を
し
て

い
ま
す
。
１１
年
秋
に
は
ま
と
め
る

予
定
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

景
気
低
迷

容
赦
な
い
税
負
担

平
成
２２
年
度
分
の
確
定
申
告
相

談
会
は
、
２
月
２３
日
か
ら
行
い
機

関
紙
な
ど
で
行
っ
て
い
る
こ
と
を

知
り
、
初
め
て
相
談
に
来
た
新
し

い
仲
間
も
増
え
ま
し
た
。

申
告
相
談
の
中
身
は
、
事
業
所

得
や
譲
渡
所
得
な
ど
各
種
多
様
で

３
月
３
日
現
在
１
２
０
件
を
超

え
、
会
計
事
務
所
の
協
力
を
得
な

が
ら
、
行
い
ま
し
た
。

景
気
低
迷
の
中
、
仲
間
の
売
上

は
減
少
し
生
活
を
切
り
詰
め
て
し

の
い
で
い
る
の
に
、
私
た
ち
に
と

っ
て
は
悪
法
と
も
言
え
る
消
費
税

は
情
け
容
赦
な
く
負
担
を
押
し
付

け
、
納
付
が
困
難
に
な
る
仲
間
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

税
金
と
は
、
応
能
負
担
が
原
則

で
す
。
こ
の
怒
り
を
今
年
も
３
月

１１
日
に
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ヒ
ル
ズ
で

集
会
を
行
い
、
�
飾
税
務
署
ま
で

デ
モ
行
進
を
し
ま
し
た
。

１
・
２
月
で

７３
人
の
減
少

昨
年
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
就

業
実
態
調
査
や
景
気
の
影
響
か

ら
、
今
年
に
入
っ
て
２
カ
月
経
過

し
ま
し
た
が
、
組
合
員
の
減
少
が

目
立
っ
て
い
ま
す
。（
１
月
１
日

付
人
員
か
ら
７３
人
の
減
退
）

そ
ん
な
中
で
も
、
組
織
を
維
持

し
発
展
さ
せ
る
た
め
に
も
組
合
員

拡
大
は
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
も

の
で
す
。
私
た
ち
の
要
求
を
前
進

さ
せ
る
た
め
に
も
、
力
と
な
る
組

合
員
数
を
増
や
し
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
、
１
月
１
日

付
人
員
の
回
復
を
め
ざ
し
ま
し
ょ

う
。
周
り
に
い
る
未
加
入
の
建
設

業
従
事
者
の
知
り
合
い
に
声
を
か

け
、加
入
に
結
び
付
け
ま
し
ょ
う
。

同
時
に
、
脱
退
者
の
防
止
も
第

２
の
拡
大
と
位
置
付
け
、
未
納
・

滞
納
を
声
か
け
で
な
く
す
こ
と
も

必
要
で
す
。
特
に
、
今
月
末
に
保

険
証
交
換
が
行
わ
れ
ま
す
の
で
、

そ
の
時
に
４
月
分
（
３
月
支
払

分
）
ま
で
納
入
さ
れ
て
い
な
い
と

保
険
証
を
渡
せ
な
く
な
り
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
協
力
で
こ
の
組
織

は
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
日
ご
ろ

の
意
識
付
け
で
対
象
者
発
掘
に
ご

協
力
を
。

住
宅
瑕
疵
担
保
保
険

加
入
の
特
例
措
置

３
月
３１
日
で
終
了
で
す

住
宅
瑕
疵
担
保
履
行
法
に
よ

る
既
着
工
住
宅
の
保
険
加
入
特

例
措
置
が
、
３
月
３１
日
保
険
申

し
込
み
分
で
終
了
と
な
り
ま

す
。
着
工
し
て
も
ま
だ
、『
ま

も
り
す
ま
い
保
険
』
に
加
入
し

て
い
な
い
と
い
う
方
は
い
ま
せ

ん
か
？
４
月
１
日
以
降
は
、「
供

託
」（
年
間
１
戸
の
場
合
２
千

万
円
）
に
な
り
ま
す
。
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

詳
し
い
こ
と
は
支
部
ま
で
。

１
月
１
日
付
人
員
の
回
復
を

未
加
入
の
知
り
合
い
に
は
組
合
加
入
を
勧
め
よ
う

確定申告相談会に１２０件を超す相談

ききっっちちりり納納税税・・ししっっかかりり節節税税

３月１１日に重税反対集会を開催

春一番拡大月間 成果表
２０１１年
１月１日付

２０１１年
３月１日付

１月比
増減

目標 加入者
春一番拡大 成果表
３月３日現在

新 小 岩 １３２ １２９ �３ ３ ０ 増減▼３

西新小岩 １１１ １１０ �１ ３ ０ 増減▼１

東新小岩 ３５１ ３４７ �４ ９ ４ 増減▼４

奥 戸 ５１６ ５０５ �１１ １３ ７ 増減▼１１

本 田 １９７ １８９ �８ ５ １ 増減▼８

立 石 １５６ １５１ �５ ４ ０ 増減▼５

青 戸 ２２５ ２２３ �２ ６ １ 増減▼２

お花茶屋 ２１８ ２１４ �４ ５ ３ 増減４

堀 切 ２８５ ２９０ ５ ７ ７ 増減◎５

二 葉 ２５１ ２４４ �７ ６ ６ 増減▼７

西亀有① １６８ １６３ �５ ４ １ 増減▼５

西亀有② １０２ １０１ �１ ３ ０ 増減▼１

亀 有 ２４３ ２４０ �３ ６ ２ 増減▼３

細 田 ２１６ ２１３ �３ ５ ０ 増減▼３

高 砂 ２４６ ２４１ �５ ６ ０ 増減▼５

柴 又 ２５４ ２５４ ０ ６ １ 増減０

新 宿 １６５ １６５ ０ ４ １ 増減０

金 町 １６６ １６４ �２ ４ ０ 増減▼２

東 金 町 １７０ １６８ �２ ４ １ 増減▼２

東 水 元 ２８４ ２８６ ２ ７ ３ 増減◎２

北 水 元 ２７１ ２６６ �５ ７ ２ 増減▼５

幸 田 ２５７ ２５５ �２ ６ ３ 増減▼２

飯 塚 １６０ １５６ �４ ４ １ 増減▼４

そ の 他 ２３９ ２３６ �３ ８ １ 増減▼３

合 計 ５３８３５３１０ �７３ １３５ ４５ １月１３人 ２月２８人 ３月４人

１月１日付人員比 マイナス ７３人

日本の農業と関連産業に大打撃

ＴＰＰ参加は本当に日本にとって良い？
３５０万人の雇用が失われる試算も

確定申告相談会で、相談に乗る柳生税対部長（右）

ＴＰＰについて
考えよう

（２）第６５６号建 設 者２０１１年３月１６日
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建建
築築
士士
賠賠
責責
説説
明明
会会

支支
部部
事事
務務
所所
でで

開開
催催
しし
まま
すす

Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
講
習

受
講
忘
れ
ず
に

去
る
２
月
１３
日
（
日
）
テ
ク
ノ

プ
ラ
ザ
か
つ
し
か
で
、
１０
年
度
第

３
回
目
の
支
部
健
康
診
査
を
開

催
。
２
２
５
名
の
方
が
受
診
し
ま

し
た
。

こ
の
日
は
１
階
で
も
左
官
組
合

の
方
達
が
健
診
会
場
と
し
て
使

用
。
会
場
を
間
違
え
な
い
よ
う
組

合
員
さ
ん
が
案
内
し
ま
し
た
。
ま

た
、
待
た
ず
に
ゆ
っ
く
り
受
診
で

き
て
、
と
て
も
喜
ば
れ
ま
し
た
。

今
年
度
は
家
族
も
組
合
員
と
同

じ
健
診
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
が
、
受
診
者
が
減
少
し

つ
つ
あ
り
ま
す
。
２３

年
度
の
受
診
券
は
保

険
証
と
一
体
に
な
り

ま
す
の
で
受
診
し
や

す
く
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
１
月
よ

り
水
元
セ
ツ
ル
メ
ン

ト
診
療
所
と
、
４
月

に
は
佐
久
間
医
院
が

�
飾
支
部
の
指
定
医

療
機
関
に
な
り
ま

す
。１

年
に
一
度
は
受

診
し
、
体
の
総
点
検

を
し
て
元
気
に
く
ら

し
ま
し
ょ
う
。

２
月
末
か
ら
３
月
に
か
け
て
各
分
会

に
お
い
て
分
会
総
会
が
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。
分
会
の
１
年
間
の
行
事
・
決
算

報
告
と
新
年
度
に
向
け
て
の
方
針
・
予

算
な
ど
を
決
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

こ
の
場
で
、
新
年
度
の
新
役
員
を
決
定

し
、
新
分
会
執
行
部
が
誕
生
し
ま
す
。

保保
険険
証証
はは
分分
会会
でで

来
年
度
の
保
険
証
は
、
各
分
会

で
上
記
の
そ
れ
ぞ
れ
の
日
時
・
場

所
で
行
い
ま
す
。
所
属
す
る
分
会

で
保
険
証
を
交
換
し
て
く
だ
さ

い
。
交
換
の
当
日
は
、
印
鑑
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

納
入
金
額
に
ご
注
意
を

な
お
、３
月
の
納
入（
４
月
分
）

が
さ
れ
て
い
な
い
と
保
険
証
を
お

渡
し
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
今
月
の

群
会
議
で
の
納
入
を
忘
れ
な
い
よ

う
に
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
４

月
の
保
険
料
は
、
医
療
費
の
増
加

や
、
監
督
官
庁
か
ら
の
積
立
金
の

指
導
な
ど
に
よ
り
、
保
険
料
が
上

が
っ
て
い
ま
す
。
納
入
金
額
に
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

【
奥
戸
・
教
宣
・
星
谷
聰
】
奥
戸

の
分
会
総
会
は
２
月
２６
日
（
土
）

天
祖
神
社
で
出
席
３０
人
と
こ
じ
ん

ま
り
。

し
か
し
、
決
算
予
算
と
活
動
方

針
（
就
業
実
態
調
査
後
の
組
織
減

克
服
等
）
の
確
認
は
し
っ
か
り
。

役
員
改
選
は
新
分
会
長
に
小
泉

昭
二
さ
ん
、
新
分
会
書
記
長
に
坂

本
香
さ
ん
を
選
出
し
ま
し
た
。（
そ

の
他
四
役
は
留
任
、
専
門
部
担
当

は
支
部
大
会
後
に
確
定
予
定
）

そ
の
後
は
、
軽
く
乾
杯
で
楽
し

く
懇
談
「
分
会
の
花
見
は
何
時
に

す
る
か
ね
」「
今
年
は
寒
い
か
ら

も
う
少
し
先
で
判
断
だ
ね
」
な
ん

て
楽
し
い
の
で
す
。

組
合
員
か
ら
の
要
望
か
ら
、
４

月
１
日
か
ら
建
築
士
が
対
象
の
賠

償
責
任
保
険
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

す
。
こ
の
保
険
は
、
東
京
土
建
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
建
築
士
事
務
所
を
対

象
と
し
た
プ
ラ
ン
で
す
。
最
低
保

険
料
が
年
間
で
７
、０
０
０
円
と

加
入
し
や
す
い
掛
金
も
魅
力
の
ひ

と
つ
で
す
。

設
計
事
故
を
補
償

設
計
業
務
に
起
因
す
る
事
故
を

補
償
す
る
内
容
で
、
２
月
か
ら
募

集
が
始
ま
り
、
４
月
１
日
か
ら
補

償
開
始
と
な
り
ま
す
。

２
０
０
７
年
６
月
に
施
行
さ
れ

た
改
正
建
築
士
法
に
よ
り
、「
建

築
士
事
務
所
の
開
設
者
は
、
設
計

等
を
委
託
し
よ
う
と
す
る
者
の
求

め
に
応
じ
、
結
成
等
の
業
務
に
関

し
生
じ
た
損
害
を
賠
償
す
る
た
め

に
必
要
な
金
額
を
担
保
す
る
た
め

の
保
険
契
約
の
締
結
そ
の
他
の
措

置
を
講
じ
て
い
る
場
合
に
あ
た
っ

て
は
、
そ
の
内
容
を
記
録
し
た
書

類
を
閲
覧
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」（
第
２４
条
の
６
）
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
今
ま
で
こ

の
保
険
の
取
り
扱
い
は
、
建
築
士

関
連
の
団
体
に
加
入
し
た
上
で
、

保
険
に
入
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

が
、
東
京
土
建
で
、
組
合
員
向
け

に
窓
口
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

日
時
…
３
月
１５
日
（
火
）
夜
７
時

会
場
…
�
飾
支
部
会
館
３
階

大
会
議
室

対
象
…
設
計
等
を
行
っ
て
い
る
建

築
士
及
び
、
設
計
事
務
所
（
加
入

は
事
務
所
単
位
で
す
）

「
東
京
土
建
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
」
は
国

土
交
通
省
の
登
録
講
習
機
関
で

す
。
管
理
建
築
士
、
建
築
士
の
定

期
講
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。
未
受

講
の
方
は
必
ず
受
講
く
だ
さ
い
。

管
理
建
築
士
は
管
理
建
築
士
講

習
を
、
ま
た
業
務
に
携
わ
っ
て
い

る
建
築
士
は
３
年
ご
と
に
定
期
講

習
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
経

過
措
置
期
間
内
に
修
了
し
な
い
場

合
は
、
登
録
の
取
り
消
し
や
懲
戒

処
分
の
対
象
に
な
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

◆
管
理
建
築
士
講
習

日
時
…
４
月
１６
日
（
土
）

締
切
…
４
月
１
日
（
金
）

受
講
料
…
１
２
、０
０
０
円

◆
一
級
建
築
士
定
期
講
習

日
時
…
４
月
３０
日
（
土
）

締
切
…
４
月
１５
日
（
金
）

受
講
料
…
１
０
、０
０
０
円

◆
二
級
・
木
造
建
築
士
定
期
講
習

日
時
…
５
月
１５
日
（
日
）

締
切
…
４
月
２７
日
（
水
）

受
講
料
…
１
０
、０
０
０
円

受受
診診
券券
にに
変変
更更

切切
りり
離離
しし

厳
禁

新
年
度
に
お
渡
し
す
る
保
険

証
と
受
診
券
の
形
が
変
更
に
な

り
ま
す
。
従
来
、
保
険
証
と
受

診
券
が
別
々
に
保
管
し
て
い
た

だ
く
形
で
お
渡
し
し
て
い
ま
し

た
が
、
新
年
度
よ
り
、
保
険
証

と
受
診
券
が
同
サ
イ
ズ
で
、
一

体
化
さ
れ
ま
し
た
。

お
手
元
に
保
管
す
る
際
は
、

受
診
券
を
切
り
離
さ
ず
に
管
理

し
て
く
だ
さ
い
。
切
り
離
し
て

し
ま
う
と
、
健
診
を
受
診
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

年年
度度
最最
後後
のの
集集
団団
健健
診診
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人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人
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とととととととととととととととととととととととととととととととととと
家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家
族族族族族族族族族族族族族族族族族族族族族族族族族族族族族族族族族族
がががががががががががががががががががががががががががががががががが
受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受
診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診

奥戸分会総会に３０人が参加

新新分分会会長長にに小小泉泉ささんん・・新新書書記記長長にに坂坂本本ささんんがが就就任任

建建築築士士賠賠償償責責任任保保険険をを新新たたにに設設立立

��月月１１５５日日にに説説明明会会をを開開催催
最最低低保保険険料料７７００００００円円かからら ４４月月１１日日開開始始

２０１１年保険証交換≪３月≫ 日時・会場
日付 開始時間 会 場 名

新 小 岩 ３０日（水）夜７時４０分～ 新小岩地区センター２階和室
西新小岩 ３０日（水）夜７時半～ 西新小岩４丁目町会会館
東新小岩 ３０日（水）夜７時～ 新小岩北地区センター
奥 戸 ３１日（木）夜７時半～ 奥戸天祖神社（奥戸２丁目）

本 田 ３０日（水）夜７時半～ 渋江集会所
立 石 ３０日（水）夜７時～ 梅田神社
青 戸 ２６日（土）夜７時～ テクノプラザ第３会議室
お花茶屋 ３１日（木）夜６時半～ お花茶屋地区センター２階

堀 切 ３０日（水）夜７時～ 堀切地区センター
二 葉 ３０日（水）夜７時～ 分会センター
西亀有① ２７日（日）昼５時～８時 都営西亀有２丁目町会第一集会所
西亀有② ３１日（木）夜７時～ 高木神社
亀 有 ２９日（火）夜６時半～ 亀有リリオ地区センター第２会議室

細 田 ３０日（水）夜７時半～ 各群で実施
高 砂 ３０日（水） 各群で実施
柴 又 ３１日（木）夜７時半～ 柴又自治会館

新 宿 ２７日（日）午後 各群で実施
金 町
東 金 町 ３１日（木）夜７時半～ 都住東金町４丁目 集会所

東 水 元 ３０日（水）夜７時～８時半 水元体育館 ２階Ｃ会議室
北 水 元 ３０日（水）夜７時半～ 水元いこい交流館
幸 田 ３１日（木）夜７時～ 西水元２丁目都営アパート集会所
飯 塚 ３１日（木）夜７時半～ 水元学び交流館

保険証と受診券は切り離し厳禁

２２５人が受診 １０年度最後の支部集団健診

新
分
会
長
に
就
任
の
小
泉
さ
ん
（
奥
戸
）

建築士賠責のパンフレット

第６５６号建 設 者２０１１年３月１６日（３）
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【
青
年
部
・
部
長
・
阿
久
津
大
造
】
２
月
６
日

（
日
）
青
年
部
主
催
の
イ
チ
ゴ
狩
り
バ
ス
ツ
ア
ー

を
開
催
。
青
年
部
・
家
族
合
わ
せ
て
２９
人
の
参
加

で
、
千
葉
の
富
津
市
に
で
か
け
ま
し
た
。

イ
チ
ゴ
狩
り
の
前
に
、
酒
蔵
に
行
き
、
無
料
試

飲
で
、
程
よ
く
顔
を
赤
く
染
め
、
喉
を
う
る
お
し

て
イ
チ
ゴ
狩
り
に
向
か
い
ま
し
た
。

イ
チ
ゴ
園
は
事
前
の
調
査
で
穴
場
を
見
つ
け
、

他
の
お
客
は
少
な
く
独
占
状
態
。

現
地
で
は
旬
な
イ
チ
ゴ
を
ほ
お
ば
り
、
中
に
は

５０
個
以
上
食
べ
た
つ
わ
も
の
も
い
ま
し
た
。
イ
チ

ゴ
は
今
が
旬
で
、
甘
ず
っ
ぱ
く
、
と
て
も
美
味
し

か
っ
た
で
す
。
子
ど
も
も
大
喜
び
で
し
た
。

帰
り
は
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
で
海
ほ
た
る
に
寄
り
、

お
土
産
を
買
っ
て
帰
り
ま
し
た
。
初
め
て
参
加
す

る
部
員
も
い
て
、
一
日
を
楽
し
く
過
ご
し
、
交
流

を
深
め
ま
し
た
。

申
請
忘
れ
あ
り
ま
せ
ん
か
？

１０
年
度
新
入
学
祝
金
（
図
書

カ
ー
ド
五
千
円
）
の
申
請
〆
切

せ
ま
っ
て
ま
す
。

１０
年
度
は
、３
月
の
申
請（
群

会
議
ま
で
）
が
最
後
に
な
り
ま

す
。
申
請
し
て
い
な
い
方
は
、

至
急
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

１１
年
度
の
新
入
学
祝
金
の
申

請
は
、４
月
以
降
に
な
り
ま
す
。

詳
細
は
支
部
ま
で
連
絡
く
だ

さ
い
。

【
本
田
・
教
宣
・
高
橋
清
】
２
月
２７

日
（
日
）
東
四
つ
木
地
区
セ
ン
タ
ー
ま

つ
り
が
、
晴
天
の
中
、
開
催
。
地
域
の

み
な
さ
ん
が
、「
今
年
も
ま
た
来
た
よ
」

と
人
気
の
包
丁
と
ぎ
に
、
１
４
５
人
の

皆
さ
ん
が
来
ら
れ
ま
し
た
。

顔
な
じ
み
の
人
が
多
く
な
り
、
包
丁

と
ぎ
手
は
６
人
で
、
２
８
８
丁
の
包
丁

を
研
ぎ
ま
し
た
。
竹
と
ん
ぼ
工
作
に
は

１０
人
、
金
魚
す
く
い
に
も
３６
人
の
来
場

あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
地
域
の
皆
さ
ん
に
喜
ば

れ
、
役
立
つ
東
京
土
建
、
本
田
分
会
を

ア
ピ
ー
ル
し
、
地
域
に
信
頼
を
深
め
て

い
こ
う
。

包
丁
と
ぎ
は
、
受
付
の
婦
人
達
の
手

際
の
良
さ
で
、
事
故
・
ク
レ
ー
ム
等
も

な
く
、
無
事
に
終
了
し
ま
し
た
。
募
金

は
、
８
３
６
７
円
集
ま
り
、
支
部
へ
募

金
し
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
朝
早
く
か
ら
お

疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

３
月
１３
日
（
日
）
も
四
つ
木
地
区
セ

ン
タ
ー
ま
つ
り
が
あ
り
ま
す
！

１０
年
度
�
飾
支
部
で
は
、
２３
分

会
中
１４
分
会
と
主
婦
の
会
の
あ
わ

せ
て
１５
紙
の
新
聞
の
発
行
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
ほ
ぼ
毎
月

発
行
紙
が
、
１１
紙
。
�
飾
支
部
教

宣
部
で
は
、
全
分
会
の
分
会
新
聞

の
発
行
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

１０
年
度
で
は
、
日
本
機
関
紙
協

会
主
催
の
全
国
機
関
紙
誌
コ
ン
ク

ー
ル
で
、
星
谷
委
員
長
が
編
集
を

す
る
「
奥
戸
」
が
『
特
別
賞
』。

東
京
土
建
機
関
紙
コ
ン
ク
ー
ル
で

も
、
同
じ
く
「
奥
戸
」
が
『
特
選

入
賞
』
を
受
賞
。
そ
こ
に
続
い
て

「
東
新
小
岩
」
・
「
主
婦
か
つ
し

か
」
が
入
賞
す
る
な
ど
、
奥
戸
分

会
を
筆
頭
に
発
行
し
て
い
る
分
会

新
聞
が
活
躍
を
し
て
い
ま
す
。

○
全
国
機
関
紙
誌
コ
ン
ク
ー
ル

・
特
別
賞
…
奥
戸

・
佳
作
…
東
新
小
岩
・
ほ
ん
で
ん

菖
蒲（
堀
切
）・
二
葉
・

高
砂
・
東
水
元
・
幸
田
・

主
婦
か
つ
し
か

○
東
京
土
建
機
関
紙
コ
ン
ク
ー
ル

《
分
会
新
聞
部
門
》

・
特
選
入
賞
…
奥
戸

・
入
賞
…
東
新
小
岩
・
主
婦
か
つ

し
か

《
支
部
機
関
紙
部
門
》

・
入
賞
…
�
飾
支
部

建
設
者

《
Ｈ
Ｐ
部
門
》

・
運
営
賞
…
�
飾
支
部

Ｈ
Ｐ

仲
間
の
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
に
応

募
し
た
�
飾
支
部
の
組
合
員
さ
ん

の
中
か
ら
、
支
部
副
委
員
長
の
芳

井
武
さ
ん
（
青
戸
）
が
、
写
真
部

門
の
ス
ナ
ッ
プ
の
部
で
再
び
特
選

に
輝
き
ま
し
た
。（
前
回
は
０９
年

に
特
選
受
賞
）
ま
た
、
支
部
書
記

の
深
谷
隆
行
さ
ん
が
、
同
部
門
の

風
景
の
部
で
佳
作
入
選
。

短
歌
部
門
で
は
、
受
賞
の
常
連

と
な
っ
て
い
る
建
長
会
９
条
の
会

会
長
の
篠
田
綾
子
さ
ん（
北
水
元
）

が
、
銀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

◇
写
真
部
門
（
ス
ナ
ッ
プ
の
部
）

特
選
…
芳
井
武
さ
ん
「
大
都
会

の
大
き
な
大
き
な
鏡
」

◇
短
歌
部
門

銀
賞
…
篠
田
綾
子
さ
ん

◇
写
真
部
門
（
風
景
の
部
）

佳
作
…
深
谷
隆
行
さ
ん「
明
暗
」

青年部イチゴ狩りバスツアー

２２９９人人でで千千葉葉富富津津へへ
１日楽しく交流深める

本 田

東
四
つ
木
地
区
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り
に
参
加

今
年
も
ま
た
来
た
よ
！

新
入
学
祝

１０
年
度
申
請

今
月
が
最
後

機機
関関
紙紙
ココ
ンン
クク
ーー
ルル
でで
受受
賞賞

奥奥
戸戸
にに
習習
いい
各各
分分
会会
もも
レレ
ベベ
ルル
アア
ッッ
ププ

仲
間
の
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
審
査
結
果

芳
井
副
委
員
長（
青
戸
）が
再
び
特
選
受
賞

短
歌
部
門
銀
賞

篠
田
綾
子
さ
ん

金
槌
も
鋏
も
鉄
の
ひ
か
り
溜
め

夫
と
工
事
の
出
番
待
つ
春

芳井副委員長で特選「大都会の大きな大きな鏡」
（スナップ写真の部）

本田分会が参加の東四つ木地区センターまつり

イチゴ狩りに参加しみんな笑顔で楽しみました（青年部）

本部で表彰
（星谷委員長）

特別賞の「奥戸」新年号

（４）第６５６号建 設 者２０１１年３月１６日


